
松本市立博物館を無料開館します。当日は博物館
友の会による松本だるまなどの縁起物や七福神と
干支ピンバッジの販売を行います。

1月3日は市立博物館へ行こう！
［開館時間］午前10時～午後3時30分
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松本高等学校校舎（大正 11 年発行『落成記念帖』より）

明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします
平成 31 年（2019）は、松本高等学校が開校して
100 年の節目の年になります。
今年も学都松本をめざし、芸術文化の拠点として、
市民のみなさんに親しまれるよう歩んでいきます。
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特別展「信濃の国と浅井洌」を終えて
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市内小学生への展示解説

屏風「信濃の国」　大正5年（1916）

アンケート掲示板

松本市立博物館 Tel.0263-32-0133

県歌制定 50 周年記念特別展「信濃の国と浅井洌」
が、11 月 25 日（日）に終了しました。本特別展は
松本市立博物館と重要文化財旧開智学校校舎の 2
会場で、“「信濃の国」はどのように作詞されたか ”
というテーマのもと、当館では浅井洌の学びに、旧
開智学校では「信濃の国」作詞当時の教科書に注
目して、展示を行いました。
お客様の声

当館では、来館されたお客様に向けてアンケー
トを行いました。「信濃の国」にまつわる思い出と、
紹介したい長野県の名所や人物、食べ物等につい
て答えていただきました。

合計で 35 の回答をいただきましたが、印象的だっ
たのは「父から浅井洌の話をよく聞いた。最後の
学生だったらしい」というもので、「信濃の国」そ
のものだけでなく、作詞者である浅井洌も県民の
心に刻まれているのだと感じました。

紹介したい長野県の
魅力で圧倒的に多かっ
たのは「松本城」でした。
やはり「長野県の有名
所といえば松本城」とい
う意識を持たれている方
が多いようです。そのほ
か県の特産品に関する
回答も多くありました。
信州大学附属図書館との連携事業

本特別展では、信州大学附属図書館と連携事業
を行いました。附属図書館では、信州大学附属長
野小学校の校歌として歌われる「信濃の国」に焦
点をあてた展示を行っていました。連携事業の一
環として、附属図書館で「信濃の国」に対する疑
問を募集して、それに担当学芸員がお答えしまし
た。4 つあった質問のなかで、「時代を経て人の価
値観や感じ方が変わっているのに、明治時代に作
られた「信濃の国」を県歌として歌い続けてよいも
のか」という意見もいただきました。
反響と所感

本特別展では、約 2 万人の方が来館され、多く
の方々から反響がありました。

記念講演会では約 50 名の方にご参加いただき、
展示解説の依頼も数多くありました（市内小学校
から 3 回、信州大学から 2 回）。講演会では「群馬
の上毛かるたも県民なら暗唱できると思うが、「信
濃の国」とどちらが熱の入りようがあるか」という

質問がありました。群
馬県出身の私にとっ
てはまさに灯台下暗し
で、全く意識していま
せんでした。歌という
ジャンルの中で見れば

「信濃の国」以外に、ここまで地域に根差した県歌
は無いと思います。ただ、ジャンルを取り払えば、
上毛かるたのように、「信濃の国」に似たものが地
域に眠っているのではないかと気づかされました。

話が少し前後してしまいますが、開催に向けて
調査をする中で、大岩家（浅井洌実家）の現在の
当主、大岩隆氏からお話をうかがいました。大岩
家は、主である戸田家が愛知県にいた頃から、祐
筆を務めていた家柄であったことや、松本城所蔵
の浅井洌の資料（明治時代、浅井洌が松本藩校崇
教館を調査した際の調査書）について教えていた
だきました。

また、市内在住の個人の方から、「信濃の国」の
展示をするなら、ということで資料を寄託していた
だきました。縦 170㎝、横 360㎝の屏風で、浅井洌
直筆の「信濃の国」が書かれています。もちろん
本特別展でも展示し、多くの方が足を止めてご覧
になっていました。

最後になりますが、これまで述べてきた、お客様
からの質問・意見から、改めて「信濃の国」が多
くの人に愛されていることが分かりました。また、
本特別展を通して、新たに気付かされた課題（「信
濃の国」と上毛かるたの比較など）については、
今後も調査・研究を進めていきたいと思います。

（松本市立博物館　学芸員 / 伊藤雄太）
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市神祭之図一部
（猿田彦命）

博物館 TOPICS

開校100年記念
マグカップ 正面

側面

あめ市歴史展示「絵図にみるあめ市」
［会　期］1 月 4 日金〜 1 月 27 日日

※月曜休館、午前9時〜午後5時（入館は午後4時30分まで）
［会　場］松本市時計博物館　3 階企画展示室
［料　金］無料（1・2 階常設展は通常観覧料）

市神祭之図一部（おかめ様）

開校100年記念 トートバック

「市神祭之図」（原本所蔵:宮澤辰彦氏）は、江
戸の絵師・管

かんしんさい

縉斉によって天保6年（1835）に描かれ
たとされています。これは、あめ市のハイライトである
神
み こ し と ぎ ょ

輿渡御の場面を描いた絵巻です。深志神社を出
発し市神様の神輿を中心に、本町をめざす盛大な行
列が描かれています。この行列には多くの神様が登
場します。ここでは、その神様について紹介します。
市神様

あめ市の主役である市神様とは、深志神社の境
内にある市神社に祀られている「事

ことしろぬしのみこと

代主命」のことで
す。事代主命は、大

おおくにぬしのみこと

国主命の子であり、出雲神話に出
てくる国譲りに際して、父に国土の献上を勧めた神と
して知られています。また、釣り好きの神様としても知ら
れ、豊漁祈願の御利益があり、えびす神を擬した姿だ
とされています。商売繁盛・金運などのご利益もあり、
商人の信仰がとても厚い神様です。
おかめ様

本町3丁目の行列では、大
お お み

箕に掛
けられたおかめ様の面を担いでいま
す。この面は、おかめ様・お多福様な
どと呼ばれますが、皆「天

あめのうずめのみこと

宇受売命」
という神様のことです。天宇受売

平成31年（2019）は、松本高等学校（以下、「松
高」と表記）が開校して100年の年になります。松高
は大正8年（1919）に開校し、戦後の学制改革によ
り、昭和25年（1950）の卒業式を最後に閉校となりま
した。昭和24年（1949）に信州大学文理学部が、松
高の校地・校舎を継承して誕生し、松高はしばらく
信州大学文理学部の学生と同居していました。しか
し、昭和25年（1950）の松高閉校後は、信州大学の
校地・校舎として使われていました。

その後昭和54年（1979）に跡地が「あがたの森公
園」として、残された建物は「あがたの森文化会館」とし
てオープンし、現在も市民の方 に々親しまれています。

あがたの森文化会館の講堂では、毎年、寮歌祭
や夏期教育セミナー等旧制高校の伝統を引き継い
だイベントが開催されています。寮歌祭では、旧制高
校の学生が当時作った寮歌を、旧制高校OBのみな
さんが、3時間以上かけて歌っています。夏期教育
セミナーでは、遠方からも旧制高校OBの方がいらっ
しゃったり、貴重なお話をしていただいたりしていま

命は、日本神話の天の岩戸に登場する神楽舞の名手で、
天
あまてらすおおみかみ

照大神を岩戸から呼び戻した功労者です。芸事の上
達・成就祈願などのご利益があります。また、絵巻の中で
は、福をかき集めるといわれる箕の中に掛けられており、縁
起物として信仰されていた様子が見て取れます。
猿
さるたひこのみこと

田彦命
本町2丁目の行列の先頭を歩く、天狗の

面を付け高下駄をはき、大戈
ほこ

を持った人物が
「猿田彦命」です。猿田彦命は、天照大神
の孫の瓊

に に ぎ の み こ と

瓊杵尊が地上へ降り立つ際の案
内役をした神として神話に登場しています。
また、道開きの神としても知られています。
絵巻では、市神様の神輿の先頭をきって道
を切り開く神様として描かれています。

今回のあめ市歴史展示では、絵図を使い当時のあめ市
の様子や、城下町の繁栄について紹介します。ぜひご来
館下さい。

（松本市時計博物館　学芸員／原澤知也）

す。昨年は、記念イベントにて旧制高校時代の「教養」に
ついて当時の様子と共にご紹介いただきました。夏期教
育セミナー1日目終了後に開催される懇親会にもご参加い
ただき、夜遅くまで旧制高校時代の思い出についてお話
いただきました。90歳になられる方々ばかりですが、みなさ
んとてもお元気です。今年は、講堂の耐震工事のため、
寮歌祭は勤労者福祉センターにて、夏期教育セミナーは
あがたの森文化会館校舎にて開催予定です。また、以上
のイベントに加え松高開校100年を記念して、今年の3月よ
り順に企画展を行う予定です。どうぞご期待ください。

（旧制高等学校記念館　学芸員／石原花梨）

旧制高等学校記念館 Tel.0263-35-6226

松本高等学校開校100年について

松本市時計博物館 Tel.0263-36-0969

あめ市歴史展示「絵図にみるあめ市」

みゅーじあむショップ通信

　松高開校 100 年を記念し
て、グッズを作成し旧制高
等学校記念館のミュージアム
ショップにて販売しています。
旧制高校生をモチーフにし
た通称「バンカラ君」のトー
トバックとマグカップです。お
立ち寄りの際にはぜひお買
い求めください。
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旧松高開校 100 年に向けて、旧制高校 OB のみなさんとお話する機会が
増えました。みなさんとてもチャレンジ精神のある素敵な方ばかりで、
お話も面白く勉強になります。私も、みなさんのようにもっと色々なこ
とに挑戦していきたいと思います。 （K.I）

ガイドコーナー はんてんぼく

☎0263-86-4710考古博物館から
八十二銀行ウインドギャラリー展

「古の暮らしを掘る」
　八十二銀行松本営業部のウインドーギャラリースペース
をお借りして、考古資料から見えてくる古（いにしえ）の
暮らしを紹介します。
会 期 1月11日（金）〜1月31日（木）
場 所 八十二銀行松本営業部　ウインドーギャ

ラリー
料 金 無料

速報展「発掘された松本 2018」
　2018 年に松本市内で行われた発掘調査について出
土品や写真でいち早くご紹介します。
会 期 2月16日（土）〜3月3日（日）

※月曜休館（祝日の場合はその翌日）
会 場 時計博物館　3 階企画展示室
料 金 時計博物館の通常観覧料

（大人300円、小中学生150円）

関連事業「発掘された松本 2018 〜松本
市遺跡発掘報告会〜」
日 時 2月23日（土）午後1時〜午後4時30分
会 場 Мウイング　6階ホール
料 金 無料
申込み なし
問合せ 文化財課へ　☎ 0263-85-7064

☎0263-85-5070重文馬場家住宅から

内田のおんべ祭り見学会
　重要文化財馬場家住宅
周辺で行われている「内田
のおんべ祭り」（市重要無
形民俗文化財指定）を見
学します。
日 時 1月14日（祝・月）

正午〜午後4時
場 所 内田地区内 行程はすべて徒歩での移動

となります。
料 金 500円
定 員 10名
申込み 12月5日（水）午前9時から電話で受付開始
問合せ 馬場家住宅へ

企画展　松本の春みつけた!2019
「古民家で楽しむひな祭り」
　松本地方の伝統的な松
本押絵雛による雛飾りを、
江戸時代末期に建てられた
古民家の中で情景展示を
行います。
会 期 3月1日（金）〜

4月7日（日）
※月曜休館（祝日の場合はその翌日）

会 場 重要文化財馬場家住宅
料 金 通常観覧料

（大人 300 円、中学生以下無料）

☎0263-32-0133松本市立博物館から
城下町松本のにぎわい 2

「小笠原家弓馬故実書公開・新収蔵展」
　小笠原家の歴史や松本と
の関わりを踏まえながら、当
館が今年度取得した小笠原
家の弓馬に関する故実書を
紹介します。
会 期 2月17日（日）まで

年末年始休館
会 場 松本市立博物館2階

特別展示室
料 金 通常観覧料

（大人200円　小・中学生100円）

講演会「武家故実と小笠原氏」
　「小笠原家弓馬故実書公開・新収蔵展」をより深く理
解するための記念講演会です。
日 時 1月20日（日）午後1時30分〜3時
会 場 松本市立博物館2階　講堂
料 金 通常観覧料

（大人200円、小・中学生100円）
定 員 60名
講 師 後藤芳孝 氏

（松本城管理事務所研究専門員）
申込み 1月7日（月）午前9時から電話で受付開始
問合せ 松本市立博物館へ

☎0263-47-4515歴史の里から

パネル展「歴史の里 2018」
　2018 年の歴史の里の活動や四季折々の風景などを
写真パネルで紹介します。
会 期 1月19日（土）〜3月31日（日）

※月曜休館（祝日の場合はその翌日）
会 場 歴史の里　展示・休憩棟
料 金 通常観覧料

（大人400円、中学生以下無料）
問合せ 歴史の里へ

松本てまり体験講座
　松本を代表する民芸品「松本てまり」（1 号まり程度）
を作ります。
日 時 2月24日（日）午前9時30分〜午後3時頃

（お昼を挟んでの講座となります）
会 場 歴史の里 
料 金 1,000円
対 象 大人
定 員 10名（先着順）
講 師 鈴木智恵子氏
持ち物 昼食、裁縫道具（まち針・糸切りばさみ）
申込み 2月5日（火）午前9時から電話で受付開始
問合せ 歴史の里へ

☎0263-48-3440窪田空穂記念館から

百人一首教室
　百人一首に親しみ、かるた取りの上達方法を学び
ます。
日 時 1月5日・12日（土）午後1時〜3時
会 場 窪田空穂生家（窪田空穂記念館向かい側）
定 員 各30人
料 金 無料
講 師 中本晶子氏/短大講師
申込み 窪田空穂記念館へ

冬季文化講座「冬日ざし」
　窪田空穂の歌集『冬日ざし』から名付けた冬季文化
講座です。
日 時 ①2月2日（土）、②9日（土）、③16日（土）、

④23日（土）
いずれも午後1時30分〜3時

会 場 窪田空穂生家（窪田空穂記念館向かい側）
定 員 各50人　
料 金 各 200 円
講 師 ①上條宏之氏/前長野県短期大学長

②畑英利氏/天体写真家
③青柳直良氏/郷土史家
④二本松泰子氏/長野県立大学准教授

内 容 ①「空穂は女性をどのように評価していた
か」、②「日本人はなぜオーロラに憧れるの
か」、③「島木赤彦の教育精神」、④「鷹
狩と鷹匠について」

申込み 窪田空穂記念館へ

松本市立博物館は
松本城新春祝賀式に合わせ
臨時開館します
　恒例となりました、「宝船　七福神と干支
ピンバッジ」や、市立博物館オリジナル福
袋の販売をいたします。
　また、松本まるごと博物館友の会では、
縁起だるまの販売や招福干支根付の無料
配布（なくなり次第終了）を行います。
日時　1 月 3 日（木）
　　　午前 10 時〜午後 3 時 30 分
　　　（最終入館は午後 3 時）

☎0263-36-1191はかり資料館から

企画展「中町今昔物語展」
　明治〜昭和の中町界隈の様子を写真パネルや実物
資料で紹介します。
会 場 松本市はかり資料館
会 期 1月4日（金）〜2月11日（月・祝）

※月曜休館（祝日の場合はその翌日）
料 金 通常観覧料

（大人200円、中学生以下無料）
※あめ市で中町通りが歩

行者天国となる1月13
日（日）は無料開館し、
路上で松本だるまの販
売をします。

弓馬故実書

押絵雛を見る子どもたち

明治時代の中町通り

昨年度のおんべ見学会の様子


